
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＤＦ図からｒａｎｄｏｍの定量をシュミレーションと実データ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０８月１１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

  ＯＤＦの方位として代表的な方位をＬａｂｏＴｅｘで作成しｒａｎｄｏｍレベルのシュミレーションを 

  行う。 

データ 

  

 方位に対して FWHMと VolumeFractionを与える。 

 ｂｒａｓｓ－ＦＷ１０－２０％．ｔｘｔでは 

  ｂｒａｓｓ方位のＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇ、ＶＦ％＝２０％を表す。 

  残りがｒａｎｄｏｍでＶＦ％＝８０％である。 

 ｒａｎｄｏｍは、本来最小値であるが、オーバシュートやばらつきが発生し、一致しないことがある。 

 ５度ステップのＯＤＦでは１８ｘ１９ｘ１９のデータ点に対しｒａｎｄｏｍ位置は 

 数多く存在する。よって、方位密度１．０以下にピーク状に現れると考えられる。 

 全てｒａｎｄｏｍであれば、方位密度は１．０、２０％が他の方位であればｒａｎｄｏｍ方位は 

 ０．８に下がり、その０．８が８０％で計算される。 

 

検証結果 

 ＬａｂｏＴｅｘでは他のＯＤＦに比べ、ｒａｎｄｏｍレベルがシャープに計算され 

 正確なｒａｎｄｏｍ％が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｂｒａｓｓ方位 

 

 

Brass方位ＶＦ％＝２０％ではＦＷＨＭを変えるとＭａｘ方位密度は変わるが最小値は変わらず 

ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ＝０．８―＞ｒａｎｄｏｍ＝８０％と考えられます。 

 

 

 

 

 



ｃｏｐｐｅｒ方位 

 

 

同じようにｒａｎｄｏｍ＝８０％が得られます。 

 

 

 

 

 

 



ｇｏｓｓ方位 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝８０％が得られます。 

 

 

 

 

 

 



Ｓ方位 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝８０％が得られます。 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸでｃｏｐｐｅｒ２０％の極点図作成 

cs = crystalSymmetry('cubic') 

ss = specimenSymmetry('orthorhombic') 

ori=orientation.byMiller([1,1,2],[-1,-1,1],cs,ss) 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

odfc=unimodelODF(cs,ori) 

random=uniformODF(cs,ss) 

odf=0.2*odfc+0.8*random 

  

 Min=0.8 random＝80%が得られる。 

 

h = { Miller(1,1,1,cs), Miller(2,0,0,cs),Miller(2,2,0,cs)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

 

 この極点図をＥｘｐｏｒｔし、各種ＯＤＦで比較する。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

Min=0.79 

  

Triclinic->Orthorhombic 

 



 ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

 

 

StandardODFではオーバシュートが激しく、定量は難しい。 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸに比べると、ｒａｎｄｏｍが広がる 

 

では、測定範囲を７５度とした場合を調べる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

 

 完全極点図３．７－＞２．６％（範囲が狭いため） 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

完全極点図０．６％と変わらず 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

完全極点図と同一 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

完全極点図１．５％より一致度が悪化 

 

ｒａｎｄｏｍ８０％が保たれてる 

 

 

以下に実サンプルを比較 

 

 

 



アルミニウムH材 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ成分は、１％程度 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで評価 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝０％ 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌプロフィルの分散が大きすぎます。 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝０％が得られます。 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍへの応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝０％ 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍの分散が大きくハッキリしない 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ＝０％が得られる。 

 

 

 

 



まとめ 

 ｒａｎｄｏｍ１００％の方位密度はすべて１．０であるが、他に方位が存在するとｒａｎｄｏｍ方位は 

    １．０以下になる。この１．０以下を調べることでｒａｎｄｏｍの定量が出来るとして 

 シュミレーションを行って見たが、ＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓでは良い結果が 

 得られるが、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦはオーバシュートの影響で正確な定量値は得られない。 

 従来、ＯＤＦ解析後のｒａｎｄｏｍの定量は行われていないが、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを 

 計算する時、指定された方位以外はｂａｃｋｇｒｏｕｎｄとして評価されている。 

 このｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ値も定量の収束判断としている。 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ＝ｒａｎｄｏｍ定量値＋指定以外の方位値と考えれば 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの収束値として考える事が出来ます。 

最後にＴｉｔａｎｉｕｍの解析を行ったがｒａｎｄｏｍの分散からＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ

の結果が正しいと考えらます。 

 

 今後のｒａｎｄｏｍ定量値の応用に期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本資料はＭＴＥＸ５．７．０を使用  ＭＴＥＸ５．１．１では 

ｏｄｆは calcODF()で計算 

  

  

 

 


